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はじめに
　日本の社会は，21世紀の初頭において，少子高齢化による
総人口の減少，それに伴う国や地方自治体の財政力の低下が
示すように，社会の基調が成長から縮小へと転換した．その
影響は社会経済や市民生活を支える都市空間や都市インフ
ラストラクチャ（都市インフラ）にも及んでおり，社会的価
値財としてストックを形成することが求められている（林ほ
か 2009）．従って，都市施設である緑地1）においても，この
パラダイムシフトへの対応が必然とされる．
　世界の都市では，都市インフラとして枢要な位置を占めて
いる緑地が，保全・創出され現代まで継承されている（石川 
2001）．元来，都市は産業の発展にともない，人間が密集す
ることによって形成されてきた．その中に緑地が継承されて
きた背景には，都市計画や都市建設における価値の変遷が多
分に関係していると考えられる．従って，社会的価値財とし
てストックされるべき今後の緑地の姿を検討するために，今
日ある緑地が，時代の進展とともに，為政者や社会による都
市への要請に応じて新しい役割が付加され，形成されてきた
経緯を把握することは重要である．
　そこで本稿では，既往の文献や資料から，欧米と日本にお
ける都市緑地の創出と役割の変化を都市の歴史的変遷にも
とづいて俯瞰する．さらに歴史的に創出された都市緑地の現
代における意義について，都市における緑地の配置，緑地創
出の主体，都市施設としての緑地，都市住居の緑地，生活に
おける緑との接触の観点から述べる．
都市の歴史的変遷
　古代遺跡を含めて現存する地球上の都市の分布と都市文
明の歴史を俯瞰すると，都市計画と時代によっておおよそ次
のグルーピングができる（日端 2008）．
　つまり，①B.C.3000年からB.C.2000年頃の四大河川文明の
都市（第一の都市化），②B.C.８世紀～A.D.４世紀頃の時代
のギリシャ，ローマ，中国の春秋時代，アレクサンドロス大
王やペルシャ帝国の時代の都市（第二の都市化），③７～10
世紀の中国唐，日本の飛鳥・奈良・平安時代の都市（格子割
の都市），④11～15世紀の中世欧州の城壁都市（第三の都市
化）・日本の城下町，⑤17～20世紀前半の欧州が先導したバ
ロックの都市，⑥19～20世紀前半の工業化社会での近代都市
（第四の都市化），⑦環境・文化，居住環境の質を追求する
都市（20世紀後半～）の時代類型となる．
　これらの時代類型を都市の歴史的変遷として，欧米と日本
における都市緑地の創出と役割の歴史的変化を以下に述べ
る．また，それとともに都市と都市緑地の歴史を表１，表２
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Abstract
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年
代
海
外
の
都
市
お
よ
び
都
市
緑
地
の
歴
史
社
会
情
勢
日
本
の
都
市
お
よ
び
都
市
緑
地
の
歴
史
社
会
情
勢
B
.C
.3
00
0年
～
B
.C
.2
00
0年
第
１
の
都
市
化
，
四
大
河
川
に
人
類
最
初
の
都
市
文
明
が
誕
生
都
市
の
原
型
で
あ
る
「
城
壁
の
都
市
」
が
現
れ
た
青
銅
器
の
発
明
が
農
業
革
命
（
生
産
効
率
の
飛
躍
的
向
上
と
余
剰
食
料
の
貯
蔵
），
武
器
の
発
達
を
も
た
ら
し
た
縄
文
文
化
（
～
B
.C
.３
世
紀
）
B.
C.
８
世
紀
～
A
.D
.４
世
紀
バ
ビ
ロ
ン
の
空
中
庭
園
（
B
C
6世
紀
頃
，
イ
ラ
ク
の
バ
ク
ダ
ッ
ト
）
第
２
の
都
市
化
が
世
界
各
地
に
波
及
，
古
代
ギ
リ
シ
ャ
，
古
代
ロ
ー
マ
，
中
国
春
秋
時
代
，
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
や
ペ
ル
シ
ャ
帝
国
の
時
代
に
都
市
が
成
立
ア
テ
ナ
イ
（
ア
テ
ネ
）
ロ
ー
マ
，
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
ロ
ー
マ
の
植
民
都
市
）
鉄
器
の
開
発
と
普
及
に
よ
っ
て
軍
事
力
，
農
業
生
産
力
，
商
業
・
貿
易
，
都
市
経
済
，
工
業
が
飛
躍
的
に
発
展
ロ
ー
マ
共
和
国
（
B
.C
.5
09
～
B
.C
.2
7）
ロ
ー
マ
帝
国
（
B
.C
.2
7～
A
.D
.3
95
）
キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
教
と
な
り
（
39
2）
，
欧
州
に
拡
が
る
弥
生
文
化（
B.
C.
３
世
紀
～
A
.D
.３
世
紀
）
５
世
紀
都
市
が
縮
小
，
都
市
住
民
は
封
建
領
主
の
下
で
農
奴
と
な
っ
た
ロ
ー
マ
帝
国
が
分
裂
（
39
5）
，
欧
州
は
暗
黒
時
代
７
世
紀
長
安
（
唐
の
首
都
：
61
8～
90
7）
藤
原
京
（
69
4～
71
0）
遣
唐
使
（
63
0～
）
８
世
紀
平
城
京
（
71
0～
78
4）
平
安
京
（
79
4）
11
世
紀
商
業
の
復
活
（
商
業
ル
ネ
サ
ン
ス
）
に
よ
っ
て
都
市
が
発
展
（
11
世
紀
～
12
世
紀
）
十
字
軍
遠
征
（
10
96
～
12
70
）
の
結
果
，
国
王
（
イ
ギ
リ
ス
，
フ
ラ
ン
ス
），
商
業
都
市
（
北
イ
タ
リ
ア
な
ど
）
が
成
長
し
た
平
安
京
で
は
道
路
地
先
の
民
家
に
柳
を
植
え
さ
せ
た
12
世
紀
第
３
の
都
市
化
が
中
世
の
時
代
に
欧
州
に
発
生
し
た
鎌
倉
時
代
に
道
標
と
し
て
柳
，
山
桜
を
植
栽
平
氏
が
政
権
を
掌
握
，
武
士
の
時
代
と
な
る
（
11
60
年
代
）
14
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
（
14
世
紀
～
16
世
紀
）
全
欧
州
ペ
ス
ト
流
行
（
13
47
～
13
51
）
15
世
紀
古
代
ロ
ー
マ
に
書
か
れ
た
ヴ
ィ
ト
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
「
建
築
書
」
が
発
見
さ
れ
，
再
評
価
さ
れ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
朝
（
14
38
～
17
40
）
メ
ジ
チ
家
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
支
配
（
14
34
～
17
37
）
16
世
紀
ト
ー
マ
ス
・
モ
ア
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
15
16
）
要
塞
都
市
「
パ
ル
マ
・
ノ
バ
」（
15
93
）
本
願
寺
一
家
衆
と
今
井
卿
に
よ
る
寺
内
町
「
今
井
町
」
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
（
15
49
）
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
全
国
統
一
（
15
90
）
17
世
紀
欧
州
を
起
源
と
す
る
バ
ロ
ッ
ク
の
都
市
計
画
が
，
殖
民
都
市
建
設
等
に
よ
っ
て
世
界
中
に
広
が
っ
た
（
17
世
紀
～
20
世
紀
前
半
）
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
広
場
（
16
56
～
16
67
）
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
16
02
）
繁
栄
江
戸
で
最
初
の
日
除
地
（
17
世
紀
前
半
）
江
戸
幕
府
の
成
立
（
16
03
）
明
暦
の
大
火
（
16
57
）
元
禄
文
化（
17
世
紀
末
～
18
世
紀
初
頭
）
18
世
紀
宮
殿
都
市
「
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
」
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
（
18
世
紀
後
半
）
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
17
89
）
ナ
ポ
レ
オ
ン
１
世
（
17
99
）
吉
宗
に
よ
る
隅
田
堤
・
品
川
御
殿
山（
17
17
），
飛
鳥
山
（
17
20
）
の
桜
植
栽
，
中
野
桃
園
の
桃
植
栽
（
17
35
）
19
世
紀
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
パ
ー
ク
が
整
備
（
18
11
，
ロ
ン
ド
ン
），
公
園
と
し
て
公
衆
に
解
放
（
18
38
以
後
）
オ
ー
ス
マ
ン
に
よ
る
パ
リ
改
造
（
18
53
～
18
70
）
ウ
ィ
ー
ン
の
リ
ン
ク
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
（
18
58
～
18
88
）
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
（
18
58
，
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
エ
メ
ラ
ル
ド
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
（
18
78
，
ボ
ス
ト
ン
）
都
市
美
運
動
（
18
90
年
代
，
ア
メ
リ
カ
）
ハ
ワ
ー
ド
の
田
園
都
市
理
論
（
18
98
）
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
（
18
93
）
白
川
南
湖
公
園
が
四
民
共
楽
の
た
め
に
開
園
（
18
01
）
銀
座
通
り
の
松
，
楓
の
植
栽
（
18
73
）
等
近
代
都
市
整
備
の
一
環
と
し
て
緑
化
が
進
行
太
政
官
布
告
第
16
号
，
府
県
に
布
達
（
18
73
）
東
京
市
区
改
正
条
例
（
18
88
）
に
基
づ
き
日
本
初
の
都
市
計
画
が
決
定
ペ
リ
ー
来
航
（
18
53
）
明
治
と
改
元
（
18
68
）
日
清
戦
争
（
18
94
）
日
本
産
業
革
命
（
19
紀
期
末
期
）
表
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都
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緑
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～
19
世
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代
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外
の
都
市
お
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び
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歴
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会
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勢
日
本
の
都
市
お
よ
び
都
市
緑
地
の
歴
史
社
会
情
勢
20
世
紀
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
建
設
開
始
（
19
04
）
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
計
画
法
に
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
」
の
概
念
が
取
り
入
れ
ら
た
（
19
09
）
ガ
ル
ニ
エ
の
工
業
都
市
モ
デ
ル
（
19
17
）
世
界
各
地
で
都
市
郊
外
に
郊
外
住
宅
地
（
田
園
郊
外
）
が
建
設
さ
れ
た
（
19
20
～
19
30
）
ラ
ド
バ
ー
ン
の
建
設
（
ア
メ
リ
カ
，
19
20
年
代
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
際
都
市
計
画
会
議
（
19
24
）
で
大
都
市
圏
計
画
の
７
原
則
が
採
択
さ
れ
た
ペ
リ
ー
の
近
隣
計
画
（
19
29
）
C
IA
M
ア
テ
ネ
憲
章
採
択
（
19
33
），
都
市
計
画
の
理
念
示
す
コ
ル
ビ
ジ
ェ
の
「
輝
け
る
都
市
」（
19
34
）
ラ
イ
ト
の「
ブ
ロ
ー
ド
・
エ
ー
カ
・ー
シ
テ
ィ
」（
19
35
）
大
ロ
ン
ド
ン
計
画
（
19
44
）
第
１
次
世
界
大
戦
（
19
14
～
19
18
）
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
米
国
（
19
20
年
代
～
），
欧
州
（
19
30
年
代
～
）
で
始
ま
る
第
２
次
世
界
大
戦
（
19
39
～
19
45
）
日
比
谷
公
園
（
19
03
）
新
宿
御
苑
（
19
06
）
内
務
省
地
方
局
有
志
「
田
園
都
市
」
を
刊
行
（
19
07
）
都
市
計
画
法
制
定
（
19
19
）
民
間
の
鉄
道
会
社
が
田
園
郊
外
を
建
設
（
19
20
～
10
30
）
公
園
緑
地
の
防
火
・
避
難
地
と
し
て
の
機
能
が
認
め
ら
れ
る
（
19
23
）
明
治
神
宮
外
苑
完
成
（
19
26
）
東
京
緑
地
計
画
協
議
会
発
足
（
19
32
），
広
域
緑
地
計
画
の
策
定
に
着
手
大
阪
で
生
活
環
境
保
全
の
意
味
で
緑
化
を
主
張
（
19
35
）
特
別
都
市
計
画
法
（
19
45
）
農
地
解
放
に
伴
う
公
園
緑
地
面
積
の
激
減
（
19
46
）
日
露
戦
争
（
19
04
～
19
05
）
大
正
と
改
元
（
19
12
）
関
東
大
震
災
（
19
23
）
昭
和
と
改
元
（
19
26
）
イ
ギ
リ
ス
で
タ
ウ
ン
ス
ケ
ー
プ
が
発
祥（
19
60
年
代
）
歴
史
的
環
境
を
保
全
し
再
開
発
を
推
進
す
る
「
マ
ル
ロ
ー
法
」
が
フ
ラ
ン
ス
に
成
立
（
19
62
）
歴
史
地
区
を
保
全
す
る
「
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
法
」
が
イ
ギ
リ
ス
に
成
立
（
19
67
）
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
（
19
80
～
19
90
年
代
）
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ム
ズ
完
成
（
ア
メ
リ
カ
,1
98
1）
ア
メ
リ
カ
の
都
市
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
が
普
及
（
19
90
年
代
）
ア
ワ
ニ
ー
原
則
（
19
91
）
IB
A
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
実
施
決
定
（
ド
イ
ツ
，
19
98
）
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
「
ア
メ
リ
カ
大
都
市
の
死
と
生
」
を
著
作
（
19
61
）
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
会
設
立
（
ア
メ
リ
カ
, 1
96
9）
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
「
パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
を
著
作
（
19
77
）
ガ
ロ
ー
「
エ
ッ
ジ
シ
テ
ィ
」
を
著
作
（
19
91
）
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
19
92
）
気
候
変
動
京
都
議
定
書
締
結
（
19
97
）
都
市
公
園
法
制
定
（
19
56
）
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
開
始
（
19
57
）
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
開
始
（
19
60
）
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
開
始
（
19
63
）
新
都
市
計
画
法
制
定
（
19
68
）
公
園
緊
急
措
置
法
制
定
（
19
72
）
都
市
緑
地
保
全
法
制
定
（
19
73
）
生
産
緑
地
法
制
定
（
19
74
）
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
要
領
発
表
（
19
77
）
都
市
計
画
中
央
審
議
会
が
都
市
緑
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
方
向
を
打
ち
出
す
（
19
80
, 1
98
2）
建
設
省
「
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」（
19
82
）
環
境
庁
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
計
画
」（
19
84
）
美
の
基
準
（
真
鶴
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
，
19
92
）
緑
の
基
本
計
画
制
度
化
（
19
94
）
都
市
計
画
法
改
正
（
20
00
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
19
64
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
後
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
公
害
関
係
14
法
が
成
立
（
19
70
）
環
境
庁
設
立
（
19
71
）
O
EC
D
の
環
境
政
策
レ
ビ
ュ
ー
（
19
76
）
人
間
・
環
境
学
会
設
立
（
19
82
）
都
市
計
画
：
特
集
「
都
市
緑
化
」（
都
市
計
画
学
会
誌
，
19
83
）
平
成
と
改
元
（
19
89
）
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
（
大
阪
，
19
90
）
バ
ブ
ル
崩
壊
（
19
90
年
代
）
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
19
95
）
21
世
紀
ボ
ス
ト
ン
で
高
速
道
路
を
地
下
化
，
緑
地
を
創
出
（
20
06
）
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
（
名
古
屋
, 
20
10
）
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
20
02
）
景
観
三
法
（
20
04
）
新
・
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
策
定
（
20
02
）
東
日
本
大
震
災
（
20
11
）
表
２
　
都
市
お
よ
び
都
市
緑
地
の
歴
史
（
2）
：
20
世
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に示す．
欧米の都市における緑地の創出と役割の歴史的変化， 
及び研究動向
城壁の都市における支配者主体の緑地創出
　四大河川文明に人類最初の都市が誕生（第一の都市化）し
た後，B.C.６世紀からB.C.５世紀にかけて欧州では古代ギリ
シャ，古代ローマに都市が展開した（第二の都市化）．４世
紀末に広大な領土国家であったローマ帝国が分裂すると，都
市の規模が縮小した．しかし11世紀には商業活動が徐々に復
活し，多数の中世都市が欧州の各地に形成された（第三の都
市化）．都市例として，古代ギリシャ・ローマの都市ではア
テネ（古代ギリシャ），ローマ，ペルガモン（古代ローマ），
中世都市ではフィレンツェ（イタリア），カルカンソス（フ
ランス），ノルドリンゲン（ドイツ），ナールデン（オランダ）
が上げられる．
　これらの都市は，自然の猛威や外敵の侵入から都市を防御
するために，平面構造は環濠城塞化された「城壁の都市」で
あった．都市は外の農地，自然地帯と明確な境界を持つ，一
つの閉じた環境であり，中にはさまざまな都市施設が整備さ
れていった． 
　古代ギリシャの都市では，市民が集まる場所としての広場
（アゴラ）を都市の中核として，歩いて容易に広場に到達で
きる範囲に町が建設された．古代ローマ，中世都市において
も，広場と徒歩を特徴とするヒューマンスケールの都市構造
が基本であった． 
　古代ローマになると都市施設が充実し，公共空地（泉，水
泳プールまたは水浴槽），教育文化施設といった市民の利用
するものが多くを占めた（日端 2008）．ローマでは，市街地
の過密化よって発生する疫病に対する公衆衛生政策として，
浴場が積極的につくられた．浴場は市民の交流の場となり，
政治的な議論の場にも利用された．
　中世都市では，教会堂，マーケット広場，市庁舎などが都
市の核であった．それらは都市の表現を強化，誇張するため
に自然的な条件や景観を背景に造られた（コーン 1967）．そ
の第一の目的は，支配階級である聖・俗領主の栄光を賛美す
ることにあり，一般市民に感銘を与える手段でもあった．
　城壁の都市の都市計画では，防衛や公共の重要施設や主要
な道路が優先され，残余に住居地が割り当てられた．住居の
タイプは中庭型であり，市民はわずかな土地で家畜を飼い，
庭を耕していた．一般的に住環境は過密，非衛生的であり，
疫病による大量の死亡者の発生も珍しくはなかった． 
　一方，支配階級や富裕貴族は，庭に外（自然）とは全く断
絶した人工の楽園を求めていた（鈴木 2005）．古代ローマの
皇帝ハドリアヌスの造ったアドリアーナ荘庭園は，皇帝の求
めるユートピアを実現したものである（相田・土屋 1996）．
ルネッサンス期になると貴族住宅で芸術的で華麗な庭園が
造られた．芸術は支配者階級の栄光を合理的，意識的に表現
する手段であったことから，庭園も権威の象徴の一助を担っ
たと考えられる．
　また中世では修道院の権力が強くなった．修道院はコミュ
ニティとして完全に独立しており，病院，学校，法廷，飲食
料品製造所ほか種々の建物が数ヵ所の中庭を囲んで建てら
れていた（コーン 1967）．病院ではハーブ等による植物療法
が実施されており，中庭では薬草，野菜，果物など自給自足
のための園芸作業が行われていた（鈴木 2005，畔柳 2007）．
　このように四大河川文明から中世の時代まで，城壁の都市
においては市民の快適な生活のために，緑地が創出されてい
なかったと考えられる．しかしオープンスペースとして緑地
と機能を共有するものに，古代ギリシャのアゴラがある．そ
れらは行政，文化，流通などあらゆる市民生活における交流
の要であり（相田・土屋 1996），緑地におけるコミュニティ
醸成の役割を示唆している．
封建都市の改造によるストックの転化
　欧州における城壁都市の改造を震源として，17世紀頃から
20世紀前半にかけてバロックの都市計画が世界中に広がっ
た2）．都市例にはパリ，ウィーン，バルセロナ，カールスルー
エ，東京，ニューヨークがあり，現代において魅力のある観
光都市として評価されている（日端 2008）．
　中世の城壁都市は，①過密化と商業や交易の発達による成
長，②絶対王政国家の君主による権力誇示のための都市改造，
③火薬の発明による城壁都市の無力化等の理由によって終
焉を迎えた．フランス革命後，ナポレオン３世の命を受けた
オースマンがパリを大改造した．ウィーンでも城壁が壊され，
環状道路（リンク・シュトラーセ）と公共建築物が造られた．
これらの改造によってバロックの都市が造られた．
　バロックの都市は，中世の建築的閉鎖型広場から開放型広
場への変化，直線的な広い大通り，街区全体の建物正面（ファ
サード）を連続させ一体として見せる壁面建築，都市公園と
ランドスケープデザインを特徴とする（日端 2008）．
　オースマンのパリ改造は街路，建物，公園，公共建築の四
つを相互に関係させて実施された．最大のブールヴァール（並
木の連なる街路）であるシャンゼリゼ通りを含む東西の都市
軸が，東はヴァンセンヌの森（995ha），西はブローニュの森
（850ha）へと繋がり，都市軸上では東西にあるナシオン広場，
エトワール広場に向けて街路が放射状に集められている（相
田・土屋 1996，石川 2001）．
　バロックの都市において，中世までの城壁都市に比べて決
定的に異なる変化は，城壁から解放され，緑地を都市施設と
して取り込んだ点にある．都市における緑地創出に先鞭をつ
12 ???????????
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けたのはロンドンであり，1811年に市街地の再開発によって
整備されたリージェント・パークの例が上げられる．これは，
ヘンリー８世の狩猟地であったが，初めて公衆の利用のため
に設計されたものであり，1838年以後に公園として公衆に解
放された（佐藤 1968）．
　このように欧州の都市では，18世紀後半から19世紀にかけ
て封建君主や貴族等の私的財産である庭園や狩猟林，さらに
はコモンや城壁跡地が市民に開放され，公共財として近代都
市に引き継がれた．しかし，バロックの都市改造には中世末
期の過密都市に見られた悲惨な市民生活や劣悪な住環境を
改善しようという考えは，都市計画者には全く無く（日端 
2008），いつでも利用できる日常性の強いオープンスペース
を住宅地に設けるといったことには，これほどの努力は払わ
れなかった（マンフォード 1963）と指摘されている．
アメリカにおけるパークシステムの誕生
　アメリカでは1893年のシカゴ博覧会以降，都市美運動と
パークシステムによる都市改造の動きが大きくなっていっ
た．欧州のように中世の城壁都市の背景を持たなかったため，
公園と街路を一つのシステムと見なした都市緑地システム
が自由に構想され発展していった．これは「パークシステム」
と呼ばれ，世界各国の近代都市公園の形成に影響を与えてい
る（石川 2001）．
　近代社会の発展において，アメリカでは市民のための都市
や公園という考え方が成長し，初めて市民のための緑地とし
てボストン・コモンが1630年に造られた（進士 1992）．ボス
トンでは，パークシステムの建設が1878年に始まり，17年間
で骨格が造られた．ボストン・コモンを起点として，コモン
ウェルス・アベニューから湧水池のバックベイ・フェンズ，
そして郊外の大規模な公園緑地がパークウェイによって
ネットワーク化された．計画を担当したオルムステッドは，
公園は都市住民の健康と憩いのための豊かな自然環境と，洗
練された文化を提供する場でなければならないと考えてい
た（石川 2001）．そのためパークシステム全体が緑の連続す
る空間として快適なアクセスができるように，パークウェイ
が整備された結果，沿道には良好な郊外住宅の建設が促進さ
れた．今日では，「エメラルド・ネックレス」と呼ばれ，ボ
ストン市民に親しまれ，都市のアイデンティティとなってい
る．
工業化によって都市問題に襲われた近代都市と理想都市
（19～20世紀前半）
　19世紀の産業革命や市民革命は大きな都市変革をもたら
し，近代都市を産み出した（第四の都市化）．そして近代都
市計画制度が，工業の急速な発展による人口の急増や深刻な
公衆衛生問題を解決するために成立した． 
　世界初の都市計画法は，最初に産業革命が起き，工業化よ
る産業都市問題に襲われたイギリスで1909年に成立した．そ
のキー・コンセプトには「アメニティ」が取り入れられた．
当時のアメニティは，①公衆衛生，②快適で美しい生活環境，
③歴史的価値と優れた芸術，デザインの保存，の三つの相が
複合的に含まれた概念であり，その後の都市環境設計に影響
を与えている（進士 1992）．しかし当時は公衆衛生のような
具体的な形，数値に置き換え可能な部分のみが実現されたに
すぎなかった（スミス 1974）．しかも最低限の安全，衛生基
準を確保する政策だったために，条例住宅といわれる生活の
快適さを無視した画一的な住居や街区を大量に創り出した
（西山 1992）．
　この時代には近代都市計画に影響を与えた，ハワード，ガ
ルニエ，コルビジェ，ライト，ペリーら多くの人物が登場し
た．ハワード（1965）の「田園都市理論」は，既存の都市の
改良ではなく，郊外に都市と田園の共存する理想都市を求め
たものであり，工業化社会における都市の拡大に対応した都
市ネットワークの提案である．ル・コルビジェ（1947）の「輝
ける都市」はハワードの小都市論と対局の大都市論である．
超高層建築によって土地を緑地などのオープンスペースに
開放する理想市街地モデルであった．ペリー（1929）の「近
隣住区」は都市住民のコミュニティ形成を計画する技術で
あった．
　ハワードの思想に忠実に従って，レッチワース（1904年），
ウェルウィン・ガーデン・シティ（1920年）がイギリスに実
現した．その後，世界各地に田園都市に類する郊外住宅地（田
園郊外）が建設された．また20世紀後半の先進国においては，
都市の大規模化への対応としてニュータウンが建設された．
その政策に田園都市とペリーの近隣住区が取り上げられた．
　近代の都市像や都市計画の実践に対して，ジェイコブス
（1961）は，「ゾーニング制による機能中心主義や，都市開
発ガイドラインによる基準化・規格化は都市空間の均質化も
たらす．再開発による巨大な街区やビルの出現は，街にあっ
たヒューマンスケールを消失させる」と批判した．
環境と文化による「生活の場」の再生（20世紀後半～）
　20世紀後半から欧米先進国の都市計画は大きく変化した．
工業社会における画一化した街から脱却し,自然環境，文化，
コミュニティといった地域性や場所性を特徴とする都市づ
くりを展開している．特に1980年代以降，重工業に代わって
知識産業が都市経済を牽引するようなると，環境・緑地空間・
文化による生活の質が，知識労働者やグローバル企業を惹き
つける要因となっている（植田ほか 2005）．
　アメリカでは，自動車依存を減らし，生態系に配慮し，自
分の住むコミュニティにアイデンティティの持てる街づく
りが提案（アワニー原則），実施され，国内外で高い評価を
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得た（川村・小門 1995）．ボストンでは，都心の高架高速道
路を地下化し，分断されていたダウンタウンとウォーターフ
ロントを一体化し，高架跡地に緑の回廊を再生した（石丸・
田島 2002）．ニューヨークでは，インセンティブ・ゾーニン
グの導入によって，ポケット広場などが超過密市街地に創出
された（日端 2008）．またコミュニティガーデンという市民
による緑地づくりが，コミュニティの形成，心の癒し，景観
の向上，環境意識の向上，地域への愛着など多様な地域への
効果を産み出している（越川 2002）．
　ドイツのルール地域では，石炭・鉄鋼産業によって汚染・
破壊された流域のランドスケープを蘇らせ，採炭施設や溶鉱
炉を産業遺産として緑地と一体で保全した（永松 2006）．そ
して工業的景観を歴史的に継承しながら住民の生活環境を
改善した．フランスのナント市は，環境の質の高さ，緑の空
間，芸術文化を魅力とする都市再生（植田ほか 2005）によっ
て，欧州で最も住みやすい都市（2004年），住みたい街（2003
～2008年）の１位に選出されている．
　建築や都市計画の分野では，機能主義による使われ方の形
式化・画一化が建築家のチュミほかによって指摘されるよう
になり，場の環境を行動から分析，設計することによって，
使われ方の多様性にアプローチすることが実施されている
（相田・土屋 1996，高橋ほか 2008）．アレグザンダー（1977）
は，機能を人の行為のレベルへと還元して，行動と場所や空
間との対応関係を「パタン・ランゲージ」として体系化した．
（相田・土屋 1996）．
　屋外空間の設計では，19世紀のジッテ（1901）以来，都市
広場は審美的目標が主流であったことから，マーカス・フラ
ンシス（1990）は「計画あるいは設計の目的は，人間行動の
ための環境をつくることである．人間行動の理解から出発し，
設計方法の根底的な改革が必要である」と述べている．
　高密度化した大都市こそ緑が必要となり，日常生活におい
て多様な人に使われる緑地を整備していくことが望まれる．
この多様な人による多様な使われ方を求められる緑地の環
境設計においては，相田・土屋（1996），高橋ほか（2008），
マーカス・フランシス（1990）による指摘として先に述べた，
緑地で発生する行動からのアプローチが一つの解決策にな
ると考えられる． 
日本の都市における緑地の創出と役割の歴史的変化， 
及び研究動向
近代以前：花と緑の町人文化の隆盛（江戸時代）
　奈良・平安時代に日本では唐（中国）の長安を模して，格
子割の都市である平城京，平安京が造られた．我が国は四方
を海に囲まれ，ほぼ単一の民族で形成されていた．そのため，
長安とは異なり外敵の攻撃を受けなかったことから，都市に
は城壁が設けられなかった．平安京の都市構造は，城下町を
経て日本の主要な都市へ影響している（日端 2008）．
　都市の緑化では防災目的が早くから意識され，706年に文
武天皇は屋敷林造成を奨励した（井手 1983）．街路緑化も初
期から見られ，同年に東大寺の僧の建白によって緑陰，休息，
飢餓救済のために果樹が植栽された（井手 1983）．
　時代を経て，平安京における住宅形式は，貴族住宅に代表
される寝殿造である．そこでは建物と一体化するように自然
の風景を表した庭園が造られた．
　中世になると平安京の貴族住宅は荒廃した．街区内は辻子
という小路が通され，商人や職人といった町人の住む町屋に
分割されることによって高密度化した（都市史図集編集委員
会 1999）．細長い町屋には，通風を良くするために奥に裏庭，
中間に坪庭が設けられ，植栽が施された．
　その後の近世には，江戸が世界で唯一の100万都市になっ
た．町人地は高密度であり，町人は路地に沿って建つ長屋で
一戸あたり一部屋から二部屋で暮らしていた．
　都市が高密度化するにつれて，緑の必要性が強調されるの
は生物学的に自然であるとマンフォード（1963）によって言
及されたように，江戸では，大衆社会において必要とされる
多様な緑に関する都市施設が登場している（進士 1992）．
　火除地（防災空地），桃園や梅林（公共緑地），墨堤の桜（リ
バーサイドパーク），巣鴨や染井の植木村（観光農業），朝顔
や花菖蒲（園芸ブーム）などの緑の空間や利用が見られた（進
士 1992）．また町人の多くは長屋住まいのため庭はなく，空
地や路地の隅を利用して花や植物を栽培し楽しんでいた．ま
た四季折々に花見や紅葉狩りへ出かけた．そのため幕府に
よって隅田堤，御殿山，飛鳥山，中野桃園等に花や植物の名
所が造られた．
　花見のようなレクレーション利用を目的とする都市緑化
は江戸期の新しい動向であり，そのための場所を国家が造る
のも初めてであった（井手 1983）．
近代以後：群集遊覧の場所の継承（明治期）
　明治初期，政府は欧風都市を規範とする近代都市建設のた
め，江戸時代からレクレーション利用を目的としていた群集
遊覧の場所を「公園」として指定した（1873，太政官布告第
16号）．
　東京では，浅草寺，寛永寺，増上寺，富岡八幡の各境内と
飛鳥山が対象となった．他に大阪，奈良，京都，水戸，高松，
長崎など全国に及んだ（石川 2001）．
　このように江戸時代から庶民に親しまれていた緑地が，公
園という社会資本として封建都市から近代都市へ継承された．
身近な自然環境・田園の保全（大正期～昭和前期）
　産業革命以後の急激な都市化への対応として，日本でも都
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市計画法が1919年に制定された．この時期は，欧米の都市と
同様に駆逐されていく自然環境と田園をいかに保全してい
くかが課題であった（林ほか 2009）．
　制定された都市計画法には，風致地区の制度が導入され都
市の身近な自然，田園環境が保全された．対象は，上石神井，
多摩川，善福寺，水元（以上，東京），東山（名古屋），氷川
神社（大宮），青葉山，大年寺（以上，仙台）ほか全国に渡
る（林ほか 2009）．
　1940年迄に108都市で85,500haの風致地区が指定され，その
後，戦時特例による風致地区の撤廃等によって消失したもの
もあるが，今日の全国の都市の枢要な位置を占めている（石
川 2001）．
安全な都市環境，防災機能の認知（昭和前期～中期）
　日本の都市における緑地の役割における重要な観点は防
災である（石川 2001）．例えば江戸期には火除地として，オー
プンスペースが計画的に配置されていた．1923年には関東大
震災が発生し，東京で市域の46％が消失した．それによって，
公園の防災的役割が実証された．
　関東大震災の復興計画では，区画整理事業によって，公園
と道路を産み出し火災の延焼防止とした．この施策は1872年
のシカゴ大火の後に実施されたパークシステムを参考とし
た．並木のある広幅員街路と大小の公園をネットワーク化さ
せることによって，安全な都市の再建を目指した（内山 
1987）．この考え方は，戦災復興都市計画に継承され，名古
屋市の久屋大通，若宮大通り，仙台市の青葉通り，定禅寺通
りなどの公園道路を産み出した．
　1995年の阪神・淡路大震災においても，都市緑地は，火災
の延焼防止，避難地，救助活動の拠点としての役割を果たし
た（中瀬ほか 1999）．
公害対策からアメニティへ転換（昭和後期～平成）
　1970年頃は，都市公害が問題となり公園緑地には，大気汚
染や騒音に対する緩衝帯，都市のスプロール化の抑制，屋外
レクレーションの場の提供などが求められた．その後，公害
問題が沈静化した1970年代中頃からはアメニティ（快適性）
への要求が高まっていった（進士 1992）．
　都市緑化運動は1970年代中頃から特に活発になってきた
（井手 1983）．1975年以降には緑による快適性や審美性の要
求が，レクレーションのための特定空間に求められるだけで
なく，生活・生産・交通・商業とあらゆる空間に要求される
ようになった（内山 1987）．これには1976年のOECDによる
日本の環境政策に対するレビューの影響が大きい（内山 
1987）．レビューには「真の社会的要請は快適性（アメニティ）
の増大にあった」と課題が指摘されていた．
　行政面では1980年，1982年の２回に渡って，都市計画中央
審議会から都市緑化を積極的に推進する方向が，打ち出され
た．それを受け「緑のマスタープラン」の策定，都市景観に
配慮した緑化など種々の施策が展開された．
　学術面でも1983年に都市計画学会誌において「都市緑化」
の特集が組まれた（日本都市計画学会 1983）．その冒頭にお
いて「都市における緑とオープンスペースは，人間の生活々
動の面からは勿論，人間が生物として生存し，繁栄して行く
ための生理生態面からも，必要不可欠のものである」と都市
生活の基盤としての緑化の役割が述べられている．また井手
（1983）は「都市緑化は都市居住環境における緑のもつ公的
役割とその保全，造成を扱う独自の分野になってきた」と都
市緑化の新しい研究分野としての位置づけを示した
　都市の居住および生活環境と緑に関する研究も，都市緑化
運動が活発になってきた1970年代中頃から増えてきた．
　緑と住民意識との関係では，高橋・野田（1975）は緑に対
する心理的充足感を維持するために必要な緑被率の閾値を
提唱した．進士（1975）は住民の意識調査をもとに住環境に
おけるグリーンミニマムの考え方を論じた．田畑ほか（1983）
はアンケート調査から身近な緑として認識されている緑の
属性について考察し，根元・井手（1983）はこれと同じフィー
ルドで住民意識調査の結果から緑に対する住民の意識構造
の特性を分析した．
　行動を基調とした研究では，増田（1991）は緑と行動との
関係を時間（接触行動と時間），意識（緑化活動への参加），
空間（地理的活動空間と緑の認知）の多次元で分析した．下
村ほか（1995）は，近隣住区内を対象とし，日常の生活行動
ルートを考慮した利用率の高い公園再配置を示唆した．宮城
（1998）は，都市における公園・緑地の場合，空間表現が均
一であり，固定的な空間と施設のプログラムを持った「公園
らしさ」のモデルが存在することに問題があることを指摘し
た．これは，使われ方の形式化を問題とするチュミによる前
述の指摘（相田・土屋 1996）と同様なものと考えられる．
山本ほか（1999）は，新宿御苑を対象に公園の利用形態と空
間選択の要因を研究し，年齢層別に利用形態に大きな差違が
あることを指摘した．
　緑地は，今後も都市生活のアメニティを支えていく上で欠
かすことができない要素である．人々のライフスタイルや価
値感が多様化している現代において，人々の気持ちの中に心
地良い使い方を呼び起こすことのできる空間を創出するた
めには，行動や意識の分析に基づいた場造りが必要となる（高
橋ほか 2008）．
地球環境問題の対処と都市の持続性の確保（平成）
　地球環境問題の対処，成熟型社会への転換のため，都市の
持続性（サスティナビリティ）に向けて緑地創出の施策や研
究が多面的になされている．
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　東京都は2006年12月に，都市に緑地を再生するプロジェク
トとして「緑の東京10年プロジェクト」を立ち上げた．10年
後には水と緑の回廊に包まれた，美しいまち東京を復活させ
ることを目標としている．具体的な10年後の姿として，緑の
拠点を街路樹で結ぶ「グリーンロード・ネットワーク」を形
成，皇居と同じ大きさの緑の島「海の森」を整備，屋上・壁
面・未利用地・鉄道敷地・駐車場等の緑化によって1,000ha
の緑を創出，他があげられている．これに対して緑化計画制
度，総合設計制度，立体都市公園制度といった，都市に緑地
を増やす制度も整備されてきている．
　一方，サスティナブル・シティを合言葉に進められている
欧州の都市再生を見ると，人間の生活の場として都市の再生
を目指すものである（植田ほか 2005）．都市の持続性を考え
ると，都市経営のための視点が認識されつつあるが，その中
で欧州の例のように生活の場としての性格が強められてお
り，今後，コミュニティや都市の快適性・魅力がこれまで以
上に重視されると考えられる． 
　今後の都市緑地計画理論として，森本（2004）は実態とし
ての都市における緑の機能や，人と緑とのかかわり，さらに
は緑が育む生態系の観点から，新たな都市緑地計画理論が必
要であると指摘している．
　緑の機能では，緑地のCO2固定（半田ほか 2005，市村 
2006）やヒートアイランド緩和（入江 2003，竹内ほか 
2003）の研究が顕著にみられるようなっており，生物多様性
関連（夏原 2000，橋本・夏原 2002）の研究が著しく増加傾
向にある．生物多様性条約締約国会議（COP）においても，
都市と生物多様性は重要なテーマであり，この分野の隆盛は
続くと考えられる．山本ほか（1993）は住民意識を通した緑
地の機能について，下村ほか（1998）は都市内の連続緑化が
果たす環境保全効果（微気象，生物の生息，景観）について
考察した．
　一方，人と緑とのかかわりにおいては，日常的に緑と触れ
合うことによる健康づくりが望まれている（星 2002）．国民
の健康づくりに取り組む「健康日本21」では環境整備の必要
性を説いており，緑地を自然と触れ合う場だけではなく，社
会的なネットワークを広げ，心の安らぎを得る社会環境の場
として位置づけていくことが必要とされている（星 2002）．
　日常生活において緑と接する効果については，Ulrich et al. 
（1991）によって確認されたストレス緩和効果が，日本でも
医科学的に証明されてきている（岩崎 2007，岩崎ほか 
2007，高柳2008）．しかし，都市緑地に関するストレス緩和
効果の実態については実証データの蓄積が少なく，社会的交
流の効果実態に関する把握はこれからの段階である．
歴史的に創出・継承された都市緑地の現代における意義
　都市の発展や環境創造に係わる価値の変化を見ると，古代
ギリシャから中世の時代迄の城壁の都市においては，自然や
外敵から住民の安全や財産を守ることであった．その後，バ
ロックの都市においては，大規模な都市改造によって為政者
の権力を表象すること，工業社会での近代都市においては，
急激な都市化よって発生した公衆衛生問題・住宅難・スプロー
ル化といった産業都市問題に対処することへと変化して
いった．さらに20世紀の後半においては，産業都市問題のみ
を考慮してきた弊害として，没個性的で味気のない街が増え
たことから，欧米の都市は環境・文化，居住環境の質へと価
値を転換している．
　このような価値の変化に対する緑地創出として，欧州のバ
ロックの都市では，王侯貴族の庭園や狩猟地の開放，城壁跡
地のブールヴァールへの改造が実施され，その影響を受けた
米国ではパークシステムという緑地による都市基盤が構築
された．さらに産業都市問題の解決には田園都市理論やグ
リーンベルト論が提案された．
　一方，日本においては，明治期以降に欧米流近代都市の構
築に向け，パークシステム，田園都市理論，グリーンベルト
論等の緑地施策が取り入れられた．
　歴史的に創出・継承されているこれらの緑地について，現
代の日本における意義と関連する課題を以下に述べる．
都市における緑地の配置
　中世からある欧州都市の多くは，城壁による「閉じた都市」
であったことから，城壁がなくなった後も緑地帯によって都
市の成長が制御されてきている．しかし，城壁のないロンド
ンのような「開いた都市」では，スプロール化によって虫食
い的に緑地が浸食されてきた．この経験から欧州では，都市
をコンパクトにし，近郊の農地や自然地域を都市の拡大から
守る政策が早くから取り入れられている．
　ほとんどが開いた都市である日本では，1939年（昭和14年）
に都市拡大の抑制策として欧州のグリーンベルトの思想を
取り込んだ東京緑地計画が立案された．しかし戦時色が強く
なったため，予算化が困難となり実現はされなかった．結果
としてスプロール化が進展していった．
　一方，パークシステムは，都市住民の健康と憩い，防災，
生態系保全と多面的機能を現代まで発揮していきている．仙
台では防災を目的に創出された．
　今後，人口が減少する日本においては，都市のコンパクト
化が課題となっている．先のグリーンベルト構想の失敗や国
内外のパークシステムの事例を踏まえた，緑地構造の計画が
必要と考える．
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緑地創出の主体
　欧州では，産業革命後の工業都市に発生した産業都市問題
に対処すべく，最低限の安全，衛生基準を確保することが優
先された．そのため市民の生活環境の向上に緑地を活用する
ことは，20世紀後半から一般的になったと考えられる．
　一方，日本では，欧州で産業革命の起こる以前の江戸時代
において，町人（市民）による花と緑の文化が興隆していた．
これが明治期になると，欧米流の緑地政策に転換し，現代に
至っている．そして現代において，欧米と同じように生活環
境の質的向上のための緑地利用が課題となっている．市民を
主体とする日本らしい緑地文化の再生に向け，「江戸」は重
要な研究対象であると考えられる． 
都市施設としての緑地
　古代ギリシャで初めて明確に確保された広場（アゴラ）は，
欧州の諸都市の中で，現代まで市民生活における交流の要で
あった（都市史図集編集委員会 1999）．
　しかし，日本においては，広場は明治時代に輸入されたも
のであり，それ以前には火除地や広小路を除いて広場は見ら
れない．広場の機能や役割を道，社寺の境内，河原などが果
たしていた（鳴海 1982）．
　現代では，都市開発に総合設計制度を適用する際などにお
いて，公開空地（広場）が造られている．その計画おいて広
場と道との関係性を高め，道にも広場の機能を持たせること
によって，街に賑わいのネットワークを産み出す可能性が向
上すると考えられる． 
都市住居の緑地
　都市住居の緑地については，古代ギリシャから中世の時代
にかけて中庭型が基本であった．皇帝や貴族は中庭の庭園に
理想郷を描いたが，一般市民はわずかな庭で食料を栽培して
いた．
　一方，日本では，江戸時代において，町人（市民）は住居
に面した路地や空地の隅を利用して花や植物の栽培を楽し
んでいた．これは現代の「路地裏園芸」のルーツと考えられ
る．路地裏園芸は，日本の伝統的な園芸として，ドイツの園
芸雑誌の表紙となった（新都市ハウジング協会 都市居住環
境研究会 2006）．園芸活動における緑を育てる，見せ合う，
楽しむ行為が，地域コミュニティの醸成に寄与していると考
えられる．
生活における緑との接触
　20世紀後半から，産業革命以後の都市化や工業化によって
破壊された環境の再生，歴史や文化の保全，コミュニティの
再生と関連させ，地域の特徴に応じた緑地創出が追求されて
いる．
　日本においても生活環境の質的向上が課題とされ，中心市
街地や住宅地における水と緑の再生が提言されている（日本
学術会議 2005）．また高齢社会を迎えている日本では，高齢
者を中心とした健康づくりも世界に先駆けた課題である．そ
のため，健康日本21における環境整備の一つとして，緑との
接触による健康づくりが望まれている（星 2002）．
　その際，人々のライフスタイルや価値感が多様化している
現代では，単に健康を目的とするのではなく，生活環境の質
的向上の面から多様な使い方の発生する空間づくりが必要
と考える．
摘　　要
　インフラストラクチャーとしてストックされるべき今後
の都市緑地について検討するために，都市の歴史に基づいて
欧米と日本における都市緑地の創出と役割の変化を検証し
た．19世紀において，欧州では特権階級の保有していた緑地
が市民に開放され，アメリカでは市民の生活環境のために緑
地が創出された．しかし，アメニティ（快適性）を向上させ
るために，緑地を活用することが一般的になったのは，20世
紀後半であった．欧米では魅力的な環境を目的に，自然，文
化，コミュニティの再生に配慮した都市緑地の創出が実施さ
れた．一方，日本においても同じようにそれらが課題となっ
ている．また高齢者の増加している日本においては，緑との
接触による健康づくりも重要となっている．健康を基本的な
価値としてライフスタイルの異なる市民に多様な目的で使
われることによって，その生活の質を豊かにする都市緑地を
創出することが望まれる．
補　　注
１） 昭和51年，建設省から出された「緑のマスタープラン構
想」によると，「緑地」と「緑被」が使い分けられ，「緑
地」は利用または存在機能をもつ永続的な空地（水面
を含む）で，原則として自然環境を備えるものとされ，
「緑被」については規模，建蔽率や時間的担保を問わず，
水面および植栽可能地をすべて含めている．市街地に
おいては，時間的に担保されていない住宅地内の小規
模な庭も市民にとって身近な緑であることから，本稿
では「緑被」とされるものを「緑地」とする．また緑
は植物や植栽，都市緑地は都市に存在する緑地とする．
２） 建築のバロック芸術の時代は主に16～18世紀頃である．
バロックの都市計画はバロック建築と関連しながら，17
世紀頃から20世紀前半に広がっている独特の都市計画
スタイルである（日端 2008）．中世ルネサンスの都市計
画に比較して，ビスタ（眺望）を特徴する，より壮大
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な都市景観を企図するスタイルである．
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